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平成３０年１２月１０日 
 

「太田郷校区コミュニティタイムライン検討会」発足会について 
 

 
 
発足会 

作成にあたっては、地域の皆様で議論し、それぞれの地域にあったものを作り上

げたいと考えています。発足会は、コミュニティタイムラインの意義や、今後の具

体的な検討の進め方について認識を共有するため開催いたします。 
 
 ・日 時 平成３０年１２月１６日（日）１４：００～１５：３０ 
 ・場 所 太田郷コミュニティセンター 講堂 （八代市井上町６０１番地１） 
 ・内 容 以下のとおりですが、都合により変更となる場合があります。 

１．挨 拶（八代市長，八代河川国道事務所長） 

２．太田郷校区代表者挨拶（太田郷校区校区長） 

３．コミュニティタイムラインについて（仮称） 

（東京大学大学院情報学環 客員教授 松尾 一郎 氏） 

４．気象情報の利用について（仮称） 

（元 気象庁予報課長 村中 明 氏） 

５．検討会の進め方について（八代市・八代河川国道事務所） 

 ・取 材 ① 取材の際は、報道機関名がわかる取材者証腕章などの着用をお願い

いたします。 

② 災害など、不測の事態が発生した場合は、中止することがあります

のでご容赦願います。 

 

《お問い合わせ先》 
■国土交通省 八代河川国道事務所 調査課 

TEL：0965-32-7551，FAX：0965-32-1688 
■八代市役所 総務企画部 危機管理課  

TEL：0965-33-4112，FAX：0965-35-2009 

国、県、そして八代市においても、防災対応のため様々な整備を進めているとこ

ろですが、ハード整備のみでは防ぎきれない水害が、全国各地で発生しています。 
そこで、八代市においては、ハード対策に加えソフト対策として、水害が発生し

た場合に被害を最小限にとどめ、早期避難や防災対応を実現するための「球磨川水

害タイムライン」を今年の６月に完成させ、現在試行運用を行なっているところで

すが、この度、八代市民の避難行動につながる仕組みの構築やリスク情報の共有・

浸透を目指し、地域単位の「コミュニティタイムライン」を作成することといたし

ました。 
 今回の太田郷校区の取組は、今後、各地域で「コミュニティタイムライン」の作

成を進めるにあたり、「モデル校区」として実施するとともに、今後、全国で作成

されるコミュニティタイムラインの「モデル事例」を目指します。 


